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と
い
う
も
の
で
す
。
も
し
実
際
に
在
韓
米

軍
の
縮
小
や
撤
退
が
行
わ
れ
る
な
ら
ば
、

新
ア
チ
ソ
ン
ラ
イ
ン
と
も
言
う
べ
き
誤

っ
た
シ
グ
ナ
ル
を
北
朝
鮮
に
送
る
こ
と

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い

ま
す
。 

 

要
は
北
朝
鮮
の
動
き
に
も
中
国
に
対

す
る
以
上
の
監
視
、
注
目
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
仮
に
休
戦
が
破
ら
れ

た
場
合
、
我
が
国
は
在
留
邦
人
の
安
全
確

保
と
輸
送
の
み
実
施
し
て
お
け
ば
い
い

と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
両
国
の
複
雑
な
関
係
か
ら
も
、
我
が

国
の
国
情
か
ら
も
自
衛
隊
部
隊
の
派
兵

は
検
討
の
埒
外
と
思
い
ま
す
が
、
好
む
と

好
ま
ざ
る
と
に
拘
わ
ら
ず
、
日
本
は
韓
国

に
対
す
る
兵
站
基
地
と
し
て
機
能
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。
１
９
５
０
年
代
の
朝
鮮

戦
争
の
時
と
同
様
で
す
。 

 

こ
の
意
味
か
ら
も
、
日
韓
両
国
の
防
衛

協
力
は
早
急
に
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。
両
国
の
政
権
の
動
向
で
面
と
向
か
っ

て
の
協
力
が
困
難
な
時
期
が
あ
る
と
し

て
も
、
徐
々
に
、
か
つ
確
実
に
両
国
の
関

係
を
深
化
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
表

立
っ
て
の
協
力
推
進
が
困
難
な
ら
、
ま
ず

は
Ｂ 

ｔ
ｏ 

Ｂ
で
の
協
業
の
推
進
は
良

い
方
法
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ

う
に
政
府
同
士
が
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
く
て
も
、
民
間
同
士

の
関
係
で
あ
れ
ば
推
進
で
き
る
可
能
性

は
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

面
で
の
強
固
な
結
び
つ
き
は
、
切
っ
て
も

切
れ
な
い
関
係
に
繋
が
り
、
両
国
の
防
衛

協
力
の
基
盤
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

李
大
統
領
の
外
交
方
針
が
就
任
演
説

の
と
お
り
継
続
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま 
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す
が
、
左
派
政
権
の
誕
生
を
待
っ
て
い
た

か
の
よ
う
に
、
徴
用
工
を
巡
る
裁
判
で
は

三
菱
重
工
敗
訴
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
法
曹
の
世
界
で
さ
え
そ
の
よ
う
な

状
況
で
す
か
ら
、
韓
国
の
政
策
自
体
も
世

論
の
風
向
き
次
第
で
外
交
方
針
が
一
変

す
る
可
能
性
は
な
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
の
風
向
き
を
操
る
の
が
北
朝
鮮
の
策

動
の
結
果
で
あ
っ
て
も
然
り
で
す
。
ま
し

て
や
李
大
統
領
が
自
分
自
身
の
ポ
リ
シ

ー
や
哲
学
を
押
し
通
す
と
い
う
よ
り
、
世

論
に
流
さ
れ
や
す
い
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
政

治
家
と
の
評
価
も
あ
る
の
で
な
お
さ
ら

で
す
。 

 

日
韓
両
国
間
に
は
歴
史
認
識
問
題
な

ど
の
重
た
く
て
、
簡
単
に
片
付
か
な
い
問

題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
若

い
世
代
を
中
心
に
反
日
意
識
も
若
干
薄

れ
て
き
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
先
日
、
あ

る
高
名
な
国
際
政
治
学
者
の
方
か
ら
聞

い
た
話
で
は
、「
シ
ン
ク
タ
ン
ク
同
士
の

話
で
も
、
以
前
と
異
な
り
歴
史
認
識
な
ど

の
日
本
に
批
判
的
な
議
論
は
一
切
出
な

か
っ
た
。
中
国
に
対
す
る
強
硬
発
言
ば
か

り
だ
っ
た
。
一
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
日
本

を
抜
く
な
ど
、
徐
々
に
自
国
の
国
力
に
自

信
を
付
け
て
き
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
？
」
と
の
話
も
伺
い
ま
し
た
。
た
だ
、

日
韓
が
政
治
レ
ベ
ル
で
も
国
民
の
意
識

レ
ベ
ル
で
も
同
盟
関
係
に
近
い
状
態
に

至
る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
り
、
そ

れ
を
待
っ
て
い
る
余
裕
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
先
の
在
ソ
ウ
ル
日
本
大
使
館
の
評

価
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、「
防
衛
（
安
全

保
障
）
は
別
！
」
と
言
い
切
っ
て
相
互
協

力
態
勢
を
速
や
か
に
構
築
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

終
わ
り 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
の
お
知
ら
せ 

支
部
理
事
役 

荻
原 

洋
聡 

１
１
月
８
日
（
土
）、
第
７
回
湘
南
支

部
、
西
湘
支
部
共
催
安
全
保
障
ト
ー
ク
サ

ロ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
本
安
全
保
障
ト
ー

ク
サ
ロ
ン
で
は
、
第
２
８
代 

海
上
幕
僚

長
の
吉
川
榮
治
氏
の
講
演
予
定
で
す
。 

最
近
の
我
が
国
を
巡
る
安
全
保
障
に

関
す
る
話
題
に
加
え
て
ご
自
身
の
体
験

に
基
づ
く
講
話
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

安
全
保
障
ト
ー
ク
サ
ロ
ン
開
催
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
次
月
号
の
湘
南
支
部
ニ

ュ
ー
ス
に
掲
載
し
ま
す
。 

ふ
る
っ
て
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
こ
ど
も 

た
ち
展
」
レ
ポ
ー
ト 

そ
の
１ 

支
部
理
事
役 

荻
原 

洋
聡 

１ 

お
知
ら
せ 

岩
手
県
久
慈
市
・「
芸
術
村 

あ
ー
と

び
る
麦
生
（
む
ぎ
ょ
う
）」
で
、「
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
こ
ど
も
た
ち
展
（
絵
画

等
展
示
）」
を
７
月
～
１
１
月
の
５
か
月

間
（
土
日
の
み
）
開
催
中
で
す
。
そ
こ
で

展
示
さ
れ
る
絵
画
等
は
、
私
が
一
昨
年

（
３
回
＠
ウ
ェ
ワ
ク
）
と
昨
年
（
１
回
＠

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
）
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
（
以
下
Ｐ
Ｎ
Ｇ
）
で
の
日
本
戦
没
者

遺
骨
収
集
現
地
調
査
の
過
程
で
、
こ
ど
も

君
た
ち
に
届
け
た
お
絵
描
き
道
具
で
描

い
て
く
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
展
示
の
様

子
は
、
地
元
紙
「
岩
手
日
報
」
の
取
材
を

受
け
、
７
月
１
７
日
紙
上
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
そ
の
展
示
会
に
至
っ
た

経
緯
、
背
景
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

 

「
韓
国
新
政
権
の
行
方
と 

我
が
国
の
安
全
保
障
」
そ
の
２ 

湘
南
支
部
長 

中
尾 

剛
久 

 

第
２
に
北
朝
鮮
は
昨
年
６
月
、
ロ
シ
ア

と
「
包
括
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条

約
」
を
締
結
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
戦
争
中

の
ロ
シ
ア
軍
支
援
の
た
め
、
弾
薬
等
を
含

む
装
備
品
等
の
提
供
や
自
軍
の
部
隊
を

派
兵
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
と
の
結
び
つ
き
が
一

層
強
固
と
な
り
、
高
度
な
軍
事
技
術
の
取

得
や
、
派
兵
に
よ
る
実
戦
経
験
の
蓄
積
が

北
朝
鮮
軍
の
能
力
向
上
を
加
速
さ
せ
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
は
先
述
の

条
約
に
は
有
事
相
互
支
援
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
朝
鮮
戦
争
の
休
戦

が
破
れ
た
場
合
に
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
軍

事
的
支
援
も
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

第
３
は
、
米
政
権
の
動
向
に
あ
り
ま

す
。
在
韓
米
軍
の
縮
小
な
い
し
撤
退
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
ト
ラ
ン
プ
政
権
得
意
の

デ
ィ
ー
ル
の
材
料
と
し
て
、
あ
え
て
高
め

の
球
を
投
げ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
よ
い

の
で
す
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
第
１
次

政
権
の
時
も
同
様
の
主
張
を
し
、
周
囲
に

説
得
さ
れ
て
思
い
と
ど
ま
っ
た
経
緯
も

あ
る
た
め
、
あ
な
が
ち
ブ
ラ
フ
で
は
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
極
め
て
危

険
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
現
在
休
戦

中
の
朝
鮮
戦
争
は
、
そ
の
勃
発
の
一
因
と

し
て
当
時
の
米
国
務
長
官
の
ア
チ
ソ
ン

氏
の
発
言
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
朝
鮮

半
島
を
含
ま
な
い
対
ソ
防
衛
ラ
イ
ン
が

設
定
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
た
北
朝
鮮

に
南
侵
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
た 
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・
霧
島
市
（
期
間
８
月
９
日
か
ら
１
１
日
） 

活
動
部
隊
：
陸
自
第
１
２
普
通
科
連
隊 

使
用
機
材
：
水
タ
ン
ク
ト
レ
ー
ラ
ー
５
両 

給
水
実
績
：
約
１
２
７
ｔ 

支
援
実
績
：
約
５
，
２
０
０
名
を
支
援 

・
姶
良
市
（
期
間
８
月
９
日
か
ら
１
３
日
） 

活
動
部
隊
：
陸
自
第
１
２
普
通
科
連
隊 

使
用
機
材
：
水
タ
ン
ク
ト
レ
ー
ラ
ー
２
両 

給
水
実
績
：
約
４
３
ｔ 

支
援
実
績
：
約
１
，
３
０
０
名
を
支
援 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
７
年
度
年
会
費
納
入
者
（
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
八
月
八
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員 

日
下
部
亘
男
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

支
部
会
員
の
訃
報 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す 

 

正
会
員 

故 

池
田 

晃 

氏 

 
 
 

令
和
６
年
５
月 

 

ご
逝
去 

・
展
示
に
あ
た
っ
て
の
理
念
・
願
い
・
問
い
か

け
・
意
義
？ 

昨
年
の
、
隊
友
会
湘
南
支
部 

安
全
保
障
ト

ー
ク
サ
ロ
ン
で
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
Ｐ
Ｎ
Ｇ
現
地
調
査
の
体
験
を
通
じ
て
自

問
自
答
し
て
い
る
こ
と
は
、「
僕
た
ち
、
私
た
ち

は
、
何
か
大
切
な
も
の
を
忘
れ
て
い
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

昭
和
１
０
０
年
に
あ
た
る
本
年
は
、
戦
争
の

昭
和
時
代
（
２
０
年
間
）
＋
戦
後
の
昭
和
時
代

（
８
０
年
間
）
の
大
き
な
節
目
と
な
る
年
（
結

節
点
）
で
も
あ
り
ま
す
。
戦
没
者
の
遺
書
に
は
、

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
家
族
（
親
兄
弟
、
子

ど
も
た
ち
等
）
へ
の
想
い
が
痛
い
ほ
ど
に
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
想
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

彼
の
地
に
派
遣
さ
れ
て
も
壮
絶
な
戦
い
を
戦
い

抜
く
根
源
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う

か
？
そ
の
挙
句
、
そ
の
想
い
／
願
い
が
叶
え
ら

れ
な
か
っ
た
無
念
を
、
こ
の
よ
う
な
形
（
Ｐ
Ｎ

Ｇ
の
こ
ど
も
君
た
ち
の
絵
画
展
）
で
も
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
幾
ば
く
か
の
供
養
に
な

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
？
と
思
っ
た
こ
と

が
今
回
の
展
示
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

昭
和
１
０
０
年
【（
戦
争
の
時
代
２
０
年
間
）

＋
（
恩
恵
の
平
和
の
時
代
８
０
年
間
）
】
で
終
わ

り
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
【
心
身
の
姿
勢
・

座
標
軸
】
を
再
検
証
・
再
考
し
て
、
こ
れ
か
ら

続
く
、
次
の
１
０
０
年
間
、
す
な
わ
ち
、
【
昭
和

２
０
０
年
】
に
向
け
て
、
我
々
は
、
何
を
伝
え
、

遺
し
て
繋
い
で
い
く
の
か
？
を
考
え
る
ひ
と
つ

の
機
会
・
場
で
あ
っ
た
ら
と
願
う
と
こ
ろ
で
す
。 

 

編
集
後
記 

７
月
３
０
日
午
前
８
時
２
５
分
こ
ろ
、
カ

ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
付
近
を
震
源
と
す
る
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
８
．
８
の
地
震
で
日
本
の
広
範

囲
に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・09/13（土） 

 第６回支部理事役会 

・09/22（月） 

 ９月号隊友紙発送 

・10/11（土） 

 第７回支部理事役会 

・10/中旬 

 名所旧跡探勝 

・10/22（水） 

 10 月号隊友紙発送 

・11/01（土） 

 第８回支部理事役会 

・11/08（土） 

 安全保障トークサロン 

【
次
号
以
下
は
左
記
の
構
成
で
予
定
し
て
い
ま
す
。】 

２ 

「
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
展
」 

開
催
へ
の
経
緯
・
背
景 

３ 

展
示
内
容
の
概
要
説
明 

（
展
示
会
場
の
構
成
に
従
っ
て
～
） 

４ 

来
訪
者
の
反
応
（
会
場
で
の
説
明
に
対
す
る
） 

５ 

今
後
の
展
望 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

食
糧
消
費
量
を
把
握
し
て
減
災 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

防
災
対
策
と
し
て
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と

い
う
方
法
が
あ
る
。
日
常
で
自
身
が
ど
れ
く
ら

い
食
糧
を
消
費
し
て
い
る
の
か
把
握
し
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
１
日
に
必
要
な
水
の
量
や
災
害
ト

イ
レ
キ
ッ
ト
数
な
ど
も
数
値
化
し
て
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
個
別
性
が
あ
り
な
ん

と
な
く
の
備
蓄
で
は
心
も
と
な
い
。 

今
回
は
主
食
で
も
あ
る
お
米
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。 

１
カ
月(
３
０
日
・
３
食)

茶
碗
１
杯(

概
ね
１

５
０
ｇ)

。
米
１
合
を
炊
飯
す
る
と
約
３
３
０
ｇ

に
な
る
と
考
え
て
み
る
と
、
１
カ
月
で
約
６
㎏

の
お
米
を
消
費
す
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
は

毎
食
お
米
で
は
な
く
外
食
・
麺
類
や
パ
ン
食
な

ど
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
大
人
１
人
で
毎
月
お

米
を
６
㎏
よ
り
は
少
な
め
で
５
㎏
あ
れ
ば
十
分

で
は
な
い
か
。
子
ど
も
茶
碗
は
一
般
的
に
１
０

０
ｇ
で
炊
飯
前
の
量
は
約
５
０
ｇ
で
あ
り
、
子

ど
も
１
人
あ
た
り
１
カ
月
約
４
㎏(

３
０
日
・
３

食)

の
お
米
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
も
麺
類
や
パ

ン
食
な
ど
に
よ
り
量
は
変
わ
る
。
ま
た
子
ど
も

と
言
っ
て
も
年
齢
に
よ
っ
て
食
べ
る
量
が
異
な

る
う
え
大
人
で
も
食
事
量
は
個
々
で
異
な
り
個

別
性
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。 

ま
と
め
る
と
、
１
カ
月
に
大
人
１
人
あ
た
り

５
㎏
、
子
ど
も
１
人
あ
た
り
４
㎏
の
お
米
が
必

要
量
の
目
安
で
あ
る
。
４
人
家
族(

大
人
２
人
子

ど
も
２
人)

で
あ
る
と
１
カ
月
に
約
１
８
㎏
の 

お
米
が
必
要
と
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
平
時
か
ら
自
身
や
家
族
が

何
を
ど
れ
く
ら
い
消
費
し
て
い
る
の
か
を
把

握
し
て
ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
こ

と
で
よ
り
現
実
的
な
減
災
行
動
へ
と
つ
な
が

る
。
私
は
玄
米
を
購
入
し
て
い
る
が
、
白
米

に
比
べ
て
長
期
保
存
が
可
能
と
い
う
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
。
ま
た
私
は
グ
ラ
ノ
ー
ラ
も
備
蓄

し
て
お
り
こ
れ
は
常
温
保
存
が
可
能
か
つ
調

理
不
要
で
そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
可
能
で

災
害
時
に
は
メ
リ
ッ
ト
と
な
る(

平
時
で
も

牛
乳
を
か
け
て
手
早
く
食
べ
ら
れ
る)

。
備
蓄

す
る
際
に
改
め
て
自
身
や
家
族
が
何
を
ど
れ

く
ら
い
必
要
と
す
る
の
か
試
算
し
て
備
蓄
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

※ 

お
米
１
合
は
、
体
積
で
約
１
８
０
㎖
、
重

さ
で
は
約
１
５
０
ｇ
で
す
。
炊
飯
す
る
と
、

約
３
３
０
ｇ(

お
茶
碗
２
杯
分)

の
ご
飯
に
な

り
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

鹿
児
島
県
大
雨
特
別
警
報 

支
部
理
事
役 

深
澤 

文
晴 

 

気
象
庁
が
８
月
８
日
午
前
５
時
に
鹿
児
島

県
霧
島
市
に
大
雨
特
別
警
報
を
発
表
し
ま
し

た
。
そ
の
後
の
報
道
で
複
数
の
家
屋
の
倒
壊
、

土
砂
崩
れ
、
浸
水
な
ど
の
被
害
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
霧
島
市
と
姶
良
市
で

は
広
範
囲
で
断
水
が
発
生
し
自
衛
隊
が
給
水

支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。 

※
以
降
は
、
統
合
幕
僚
監
部
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用 

・
８
月
９
日
㈯
０
７
０
０
、
鹿
児
島
県
知
事

か
ら
陸
上
自
衛
隊
第
１
２
普
通
科
連
隊
長

に
対
し
、
霧
島
市
及
び
姶
良
市
に
お
け
る

給
水
支
援
に
係
る
災
害
派
遣
要
請
が
あ
り

同
時
刻
受
理 

・
同
０
８
０
０
以
降
、
霧
島
市
及
び
姶
良
市

に
お
い
て
、
給
水
支
援
活
動
を
開
始 

 

 

 

 

岩手日報(7/17) 
に掲載された 
荻原理事役 


